
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
☎
５
５
２
‐
５
６
５
３

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」お
よ
び「
丹
波
篠
山
市
学
力
・

生
活
習
慣
状
況
調
査
」の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
左
の
グ
ラ
フ
は
、〔
小
６

国
語
〕の
平
均
正
答
率
と
、

上
の
質
問
と
の
関
連
を
調

べ
た
も
の
で
す
。

　

質
問
に
対
し
て「
当
て

は
ま
る
」と
答
え
た
児
童

の
平
均
正
答
率
は
62
％
、

「
当
て
は
ま
ら
な
い
」と
答

え
た
児
童
の
平
均
正
答
率

は
32
％
と
、
肯
定
的
な
回

答
を
し
た
児
童
ほ
ど
平
均

正
答
率
が
高
い
と
い
う
相

関
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
、
学
校
や
家

庭
で
の
生
活
の
中
で
達
成

感
や
充
実
感
を
得
る
こ
と

が
、
教
科
な
ど
の
学
力
を

支
え
る
も
の
と
し
て
大
切

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

生
活
の
中
で
子
ど
も
の

自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
よ

う
な
場
面
づ
く
り
や
声
か

け
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
朝
食
」だ
け
で
な
く

「
起
床
・
就
寝
時
刻
」の
質

問
で
も
、
肯
定
的
な
回
答

を
し
た
児
童
生
徒
ほ
ど
正

答
率
が
高
い
と
い
う
相
関

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
が

安
定
し
て
い
る
こ
と
が
教

科
な
ど
の
学
力
の
安
定
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
、
生
活
習
慣
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
身
近
な
課
題
に
み
ん
な

で
協
力
し
て
取
り
組
み
、

一
つ
一
つ
達
成
し
て
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
こ
と

が
、
学
力
を
支
え
る
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
協
力
し
あ
え
る

集
団
づ
く
り
も
大
切
な
要

素
で
す
。
地
域
の
子
ど
も

の
異
年
齢
集
団
も
ま
と
ま

り
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
見
守
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
新
し
い
学
習
指
導
要
領

で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

の
ひ
と
つ
に「
主
体
的
な

学
び
」が
あ
り
ま
す
。
進

ん
で
学
習
に
取
り
組
む
姿

勢
が
学
力
の
安
定
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
急
に
自
分
か

ら
学
習
す
る
よ
う
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
学
習

す
る
習
慣
が
身
に
つ
く
よ

う
、
促
し
や
励
ま
し
の
声

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
学
力
向
上

の
取
り
組
み

〇
学
習
を
振
り
返
る
活
動
を

　
全
国
調
査
の
結
果
か
ら
、
授
業

の
最
後
に
学
習
し
た
こ
と
を
振
り

返
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
で
も
、
適
切
な

め
あ
て
を
も
と
に
学
習
し
、「
わ

か
っ
た
・
で
き
た
！
」と
振
り
返

れ
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

〇
主
体
的
・
対
話
的
な
学
習
を

　
同
調
査
で
は
、
授
業
で
話
し
合

い
な
ど
の
活
動
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
進
ん
で
意
見
を
言

う
主
体
性
は
、
上
記
の
自
己
肯
定

感
や
安
心
し
て
自
分
を
表
現
で
き

る
集
団
づ
く
り
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、「
伝
え
ら
れ
た
！
」

と
い
う
達
成
感
が
、
次
の
学
び
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
た
よ
い
循
環
を
生
み

出
し
、
主
体
的
・
対
話
的
な
授
業

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
家
庭
・
地
域
と
学
校

が
連
携
す
る
中
で
子
ど
も
た
ち
の

自
己
肯
定
感
を
育
み
、
成
長
を
支

え
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
を
対
象
に「
丹
波
篠
山
市
学
力
・
生
活
習
慣
状
況
調
査
」（
以
下
、
市
調
査
）

お
よ
び「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」（
以
下
、
全
国
調
査
）を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
の
概
要
と
学
力
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
※
調
査
に
よ
り
測
定
で
き
る
の
は
、
学
力
の
一
部
で
す
。

教科に関する調査
　全国調査においても市調査においても、各教科の平均正答率は±５ポイン
ト以内で同程度の範囲にあります。その範囲内で小学校高学年は若干下回り、
中学２年生では上回っています。

　全国調査において、中学３年生の子どもたちが、３年前の小学６年生の時
に実施した結果と今年度実施した結果を比較すると、国語、算数・数学とも
に着実に伸びていることが分かります。

本市の学力向上の視点　～学びの根っこを育もう！～
　本市では、子どもたちの育む学力を「一本の樹」ととらえて取り組んでいま
す。「葉」は「知識や技能」、「幹」は「思考力・判断力・表現力」、「根」は「学習への
意欲・関心・態度」ととらえています。
　さらに、「樹が育つ土壌の栄養分」として、次の「４つの力」を育むことを重
視しています。
ゆ　め　力：「将来に向かって努力できる力」
自　分　力：「自分を見つめ、コントロールできる力」
つながり力：「人間関係を築こうとする力」
学　び　力：「学びに向かう力」
　「４つの力」を育み、栄養たっぷりの土づくりをして、学力の樹を大きく元気に育てることを目指しています。
　また、学力を個人ではなく集団に属する概念として捉え、学級・学校の集団づくりや学校・家庭・地域の連携に
よる「知の森」づくりを通じて、子どもたちの学力を向上させることを目指しています。

中学３年生が小学６年生だった時との比較（全国調査）
【全国を100とした本市の値】

ゆめ力：ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか

自分力：朝食を毎日食べていますか

つながり力：学級みんなで話し合ったことなどに協力して取り組み、うれしかったことがありますか

学び力：前学年までに受けた授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか

子どもたちの生活と学力　～基本的な生活習慣や達成感を大切に～
　「学習・生活習慣状況調査」では、子どもたちの学習意欲や生活の諸側面などに関する質問調査を実施しています。
この調査の中から、前述の「４つの力」と関わる質問を取り出し、教科の調査との関連を見てみました。

※小学６年生、中学３年生の国語、算数・数学、英語は全国調査（網掛け部）、
それ以外は市調査。

※全国調査は全国平均と比較（市の平均正答率-全国の平均正答率）。市調査は
目標値と比較（市の平均正答率-目標値）。

※全国調査は、昨年度までは主に「知識」に関するA問題と主に「活用」に関する
B問題に分けて実施されていましたが、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、今
年度から一体的に実施されています。

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
国語 - １ - １ - １ - ５ + １ + ５ + ２

算数・数学 - ２ ±０ - ５ - ４ ±０ + ４ + １
理科 ±０ - ４ - ４ - ３ + ４ ±０
英語 + ２ + １
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市政レーダー

幼
稚
園

篠山幼稚園 552-2437
八上幼稚園 552-6236
たまみず幼稚園 552-3171
岡野幼稚園 552-6233
かやのみ幼稚園 556-2565
西紀みなみ幼稚園 593-1600
西紀きた幼稚園 592-0034
大山幼稚園 596-0099
城南幼稚園 594-4193
古市幼稚園 595-0889
今田幼稚園 597-2303

預
か
り
保
育
施
設

くすのきクラブ 080-6119-8663 八上・城南
幼稚園

しろたきクラブ 090-2018-6405 かやのみ
幼稚園

なつぐりっ子はうす 090-6328-7556 西紀みなみ・
大山幼稚園

きたっこはうす 090-6328-7506 西紀きた
幼稚園

うりぼーはうす 090-8448-4849 今田幼稚園
どんぐりはうす 070-2303-6349 古市幼稚園

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
未
来
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
５

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
６

保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
・
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）

令
和
２
年
度
の
入
園
・
入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
始
め
ま
す

11
月
18
日
は
、
丹
波
篠
山
市
民
の
日

　
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す

保
育
園
と
は

　
家
庭
で
の
保
育

が
で
き
な
い
子
ど

も
を
保
護
者
に
代

わ
っ
て
保
育
す
る

児
童
福
祉
施
設
で
す
。

対　
象　
０
～
３
歳
児

こ
ど
も
園
と
は

　
保
育
が
必
要
な
子
ど
も
も
必
要

で
な
い
子
ど
も
も
受
け
入
れ
て
、

教
育
お
よ
び
保
育
を
一
体
的
に
提

供
す
る
施
設
で
す
。

※
本
市
に
は
私
立
の
こ
ど
も
園
が

２
園
あ
り
、
公
立
園
と
同
様
、

国
の
定
め
る
要
領
や
指
針
に

沿
っ
た
教
育
・
保
育
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

対　
象　
０
～
５
歳
児

申
し
込
み
に
つ
い
て

　
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明

書
類
な
ど
を
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
入
所
申
込
書
な
ど
は

各
受
付
場
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

児
童
ク
ラ
ブ
と
は

　

放
課
後
、
家
庭

に
お
い
て
保
護
者
な

ど
の
保
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い

児
童
を
預
か
り
、
生
活
の
場
を
確
保

し
、
仲
間
づ
く
り
や
生
活
指
導
を
行

う
こ
と
で
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
小
学
生
全
学
年

申
し
込
み
に
つ
い
て　
印
鑑
・
入

所
申
込
書
・
家
庭
の
状
況（
家
庭
の

状
況
を
記
入
す
る
書
類
）・
就
労
証

明
書
な
ど
、
放
課
後
児
童
を
家
庭
で

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
65
歳
未
満
の
同
居
す
る
家
族
全
員

分
が
必
要
）・
利
用
料
減
免
に
必
要

な
証
書
な
ど
の
写
し（
該
当
者
の
み
）

を
提
出
。
申
込
書
な
ど
は
、
各
児
童

ク
ラ
ブ
・
各
支
所
・
こ
ど
も
未
来
課

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
時
代
の
幕
開
け
に
あ
わ
せ

て
丹
波
篠
山
市
は
5
月
1
日
に
誕

生
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
半
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
振
り
返
れ
ば
、
事
実
上
の

丹
波
篠
山
市
の
誕
生
は
、
昨
年
11

月
18
日
に
実
施
さ
れ
た
市
政
初
の

住
民
投
票
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

投
票
率
は
69
・
79
㌫
と
約
7

割
に
達
し
、
正
に
市
民
自
ら
の

手
で
ま
ち
の
重
要
な
方
向
性
を

決
定
し
た
記
念
す
べ
き
日
に
あ

た
り
ま
す
。

幼
稚
園
と
は

　

幼
稚
園
と
は

学
校
教
育
法
に

定
め
ら
れ
た
学

校
で
す
。
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基

づ
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
４・
５
歳

児（
平
成
26
年
４
月
２
日
～
平
成

28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

受
付
期
間　
11
月
１
日（
金
）～
29
日

（
金
）　

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

幼
稚
園
保
育
時
間
の
都
合
上
、
14
時

～
17
時
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　
該
当
の
ご
家
庭

に
送
付
し
ま
す｢

入
園
願｣

な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、

市
内
各
幼
稚
園
へ
提
出　

※
９
月

１
日
以
降
に
市
内
へ
転
入
さ
れ
た

場
合
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
該

当
さ
れ
る
方
は
右
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。入
園
願
な
ど
は
市
ホ
ー

だ
さ
い
。

※
入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
ご
希
望
の
園
へ
入
所
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

第
２
・
第
３
希
望
園
の
記
入
が

な
け
れ
ば
、
入
所
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
１
日（
金
）～
29

日（
金
）　
※
土
・
日
・
祝
日
は
除

く
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　
各
保
育
園
ま
た
は
各

こ
ど
も
園
、
各
支
所
、
こ
ど
も
未

来
課（
市
役
所
第
２
庁
舎
３
階
）

そ
の
他

〇
年
度
途
中
に
入
園
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
も
期
間
内
に
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
付

期
間
以
降
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
み

さ
れ
た
方
か
ら
調
整
し
て
い

き
ま
す

〇
公
立
こ
ど
も
園（
た
き
・
味
間
）

の
４・５
歳
児
対
象
の
保
護
者
に

は
別
途
案
内
を
送
付
し
ま
す

○
私
立
こ
ど
も
園（
さ
さ
や
ま
・

富
山
）で
は
、
３
歳
児
の
１
号

認
定（
朝
～
昼
過
ぎ
ま
で
）の

申
し
込
み
も
可
能
で
す

○
在
園
中
で
、
継
続
し
て
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
園
を
通
じ
て
継

続
申
し
込
み
の
案
内
を
し
ま
す

○
保
育
料
な
ど
の
納
入
は
、
原
則

口
座
振
替
で
す

受
付
期
間　
11
月
１
日（
金
）～
29

日（
金
）※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

受
付
場
所　
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
各

支
所
、
こ
ど
も
未
来
課

※
多
紀
児
童
ク
ラ
ブ
・
城
南
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
直
接
各
児
童

ク
ラ
ブ
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

（
申
込
書
様
式
も
異
な
り
ま
す
）。

そ
の
他

〇
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
入

所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

〇
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
中
で
、

令
和
2
年
度
も
引
き
続
き
利
用
さ

れ
る
場
合
も
、
新
た
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
業
日
の
み
の
利
用
も

期
間
内
に
申
請
が
必
要
で
す

○
利
用
料
の
納
入
は
、
原
則
口
座

振
替
で
す

※
市
内
に
本
店
・
支
店
が
あ
る
金

融
機
関
を
ご
指
定
く
だ
さ
い

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
力
で
一
歩

を
踏
み
出
し
た
1
年
前
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
そ
の
市
民
力

を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
機
会
と
し
て
、「
丹
波
篠
山

市
民
の
日　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
18
日（
月
）

　
　
　
　
16
時
～
17
時（
予
定
）

と
こ
ろ　
丹
波
篠
山
市
役
所　

　
　
　
　
１
階
市
民
ホ
ー
ル

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

預
か
り
保
育
に
つ
い
て

　

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
保
育

で
き
な
い
園
児
を
対
象
に
実
施
す

る
、
幼
稚
園
教
育
時
間
終
了
後
に

行
う
教
育
活
動
で
す
。
八
上
・
城

南
・
か
や
の
み
・
西
紀
み
な
み
・
西

紀
き
た
・
大
山
・
古
市
・
今
田
幼

稚
園
の
通
園
区
域
の
方
に
は
、
預

か
り
保
育
の
申
込
書
も
同
封
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
幼
稚
園

入
園
願
と
と
も
に
預
か
り
保
育
の

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
預
か
り
保
育
を
利
用
さ
れ

　
て
い
る
方
で
、
継
続
し
て
利
用

　
さ
れ
る
場
合
も
、
新
た
に
申
し

　
込
み
が
必
要
で
す
。

保
育
園

たかしろ保育園 552-2402
城東保育園 556-2300
にしき保育園 593-0144
今田保育園 597-2200

こ
ど
も
園

たきこども園 554-6700
味間こども園 594-0181
ささやまこども園 552-5231
富山こども園 552-2349

●連絡先●

●連絡先●

保育園・
こども園

幼稚園

児童クラブ

ちめいど 南条好輝さん 熊谷奈美さん

篠山児童クラブ 090-7345-
8745

篠山・八上
小学校

富山児童クラブ 090-8881-
3176 岡野小学校

城北畑児童クラブ 090-3055-
3176

城北畑
小学校

城東児童クラブ 556-4566 城東小学校
多紀児童クラブ 554-6000 多紀小学校

西紀児童クラブ 080-6144-
6725

西紀・西紀
南・西紀北
小学校

大山児童クラブ 080-4483-
2764 大山小学校

味間児童クラブ 090-1952-
6125 味間小学校

城南児童クラブ 506-0956 城南小学校

古市児童クラブ 070-2303-
6260 古市小学校

今田児童クラブ 597-2526 今田小学校

●連絡先●

※保育時間の都合上、児童クラブは14時～
18時の間にお問い合わせください。

プログラム
①開　会
　（司会　熊

く ま

谷
が い

奈
な

美
み

さん）
②篠山鳳鳴高等学校書道部による
　お祝いパフォーマンス
③市長あいさつ
④市民代表あいさつ
⑤応援メッセージ
　南

な ん

条
じょう

好
こ う

輝
き

さん
　応援ソング
　ちめいど
⑥閉　会
対　象　市民など
記念品　記念写真集

対象園

対象校

※保育時間の都合上、幼稚園は14時～ 17時、預かり保
育施設は14時～ 18時の間にお問い合わせください。
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問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
予
防
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
８

11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
の
１
週
間
は

秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す

火
災
死
者
の
約
７
割
は

住
宅
で
発
生
！

　
全
国
の
平
成
30
年
中
の
火
災
に

よ
る
総
死
者
数
は
、
１
４
２
７
人

で
し
た
。
住
宅
火
災
に
お
け
る
死

者
は
、
１
０
２
８
人
で
、
全
体
の

72
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
火

災
で
亡
く
な
っ
た
理
由
を
み
る

と
、
病
気
や
体
が
不
自
由
な
た
め

に
逃
げ
遅
れ
た
り
、
熟
睡
し
て
い

た
た
め
に
逃
げ
遅
れ
た
り
す
る
な

ど
の「
逃
げ
遅
れ
」が
お
よ
そ
半
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
逃
げ
遅

れ
を
減
ら
す
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
正
し
く
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

の
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で
知
ら

せ
る
も
の
で
す
。
住
宅
内
で
火
災

が
発
生
し
た
こ
と
を
早
期
に
感
知

し
て
住
宅
内
外
の
人
に
知
ら
せ
る

こ
と
で
、
逃
げ
遅
れ
や
火
災
の
拡

大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古

く
な
る
と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電

池
切
れ
で
作
動
し
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
作

動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト 

～
３
つ
の
習
慣
、
４
つ

の
対
策
～

３
つ
の
習
慣

⑴
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

⑵
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

⑶
こ
ん
ろ
に
火
を
点
け
た
ま

ま
で
そ
ば
か
ら
離
れ
な
い

４
つ
の
対
策

⑷
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」を
設
置
す
る

⑸
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に

は
防
炎
品
を
使
用
す
る

⑹
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
に
、
住
宅
用

消
火
器
等
を
設
置
す
る

⑺
日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
と

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

令和元年度全国統一防火標語
「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

毎月第１土曜日は「市民救命士講習会」
　あなたの大切な人を救うために市民救命士講習会を受講しましょう。
２年に１度の再受講をおすすめします。
と　き　11月２日（土）９時～ 12時　　ところ　丹波篠山市消防署　
内　容　AEDを使用した心肺蘇生法や、けがをしたときの止血法など
対　象　市内に在住・在勤・在学の中学生以上
定　員　10人（先着順）　　申込期限　10月30日（水）
申し込み方法　消防署または各出張所に備え付けの申込書（市ホームページ

にも掲載）を提出

AED（自動体外式
除細動器）の適切な
管理について
　公共施設や事業所などに設
置されているAEDのパッドや
バッテリーには使用期限があ
ります。点検を実施し適切な
管理をお願いします。

防火安全協会長賞
味間小２年　北

きた

山
やま

歩
あゆ

実
み

市長賞
丹南中２年　中

なか

本
もと

唯
ゆい

斗
と 消防長賞

城北畑小４年　植
うえ

村
むら

結
ゆ

愛
め

受賞全作品を展示します
と　き　11月12日（火）～ 21日（木）
ところ　中央図書館

優
秀
賞

田た

中な
か

心こ

陽は
る（
た
ま
み
ず
幼
稚
園
）

向む
か

井い

琉り
ゅ
う

惺せ
い（
城
東
小
１
年
）

石い
し

田だ

淳じ
ゅ
ん（
味
間
小
３
年
）

中な
か

林ば
や
し

瑠る

愛あ（
城
南
小
５
年
）

若わ
か

狭さ

大た
い

雅が（
篠
山
小
６
年
）

亀か
め

田だ

陽よ
う

平へ
い（
今
田
中
１
年
）

松ま
つ

山や
ま

悠は
る
か（
篠
山
東
中
３
年
）

入
賞

片か
た

山や
ま

季き

子こ（
た
ま
み
ず
幼
稚
園
）

板い
た

谷や

青あ
お

葉ば（
今
田
小
１
年
）

中な
か

井い

く
れ
は（
味
間
小
２
年
）

植う
え

田だ

彩さ

月つ
き（
味
間
小
３
年
）

松ま
つ

井い

紗さ

弥や（
味
間
小
４
年
）

波は

部べ

海か
い

翔と（
城
東
小
５
年
）

宇う

杉す
ぎ

心み

花は
な（

西
紀
小
６
年
）

大お
お

西に
し

泰た
い

生せ
い（

今
田
中
１
年
）

内う
ち

牧ま
き

汰た

月つ
き（

篠
山
東
中
２
年
）

山や
ま

本も
と

大だ
い

輔す
け（

西
紀
中
３
年
）

防火ポスター
コンクールの
受賞作品決定

消防本部では幼少年の防火教育を目的とし、市内の幼稚園児および小中学生を
対象に防火ポスターコンクールを毎年開催しています。９月27日（金）に審査
を行い321の力作の中から次のとおり受賞作品が決定しました。（敬称略）

こちらは参加者

募集中
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ふるさとの貴重な動植物 
　金属光沢のある胸部が金緑色で、腹部が黒味の強い金緑色をした
やや大型のトンボ。5月下旬から10月下旬に出現し、平地や低山地
の、樹林に囲まれた池沼の浅瀬や湿地などに生息する。雄は日当た
りのよい場所を好んで縄張り飛翔するため、南向きの丘陵地で見つ
かることが多い。西南日本ではもともと産地が限定されていたが近
年さらに減少傾向の府県が増えている。よく似た種類でタカネトン
ボは森の中の池近くでたびたび見られるが、ハネビロエゾトンボは
さらにまれである。

丹波篠山自然塾・むしクラブ代表　大
お お

塚
つ か

剛
ご う

二
じ

さんの協力

エゾトンボ（エゾトンボ科）　兵庫県レッドデータ Ｃランク

問
い
合
わ
せ　
医
療
保
険
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３

問
い
合
わ
せ　
市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
６

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）に
よ
る「
緊
急
地
震
速
報
訓
練
」の

お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
と
住
民
税
の
控

除
対
象
で
す
。
こ
の
控
除
を
受
け

る
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必

要
で
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」の
送
付
時
期（
平
成

31
年（
令
和
元
年
）中
納
付
分
）

〇
１
月
～
10
月
１
日
ま
で
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
＝
11
月
上
旬

〇
10
月
２
日
以
降
に
本
年
は
じ
め

て
納
付
さ
れ
た
方
＝
令
和
２

年
２
月
上
旬

※
控
除
証
明
書
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
ま
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
万
が

一
、
控
除
証
明
書
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
再
発
行
で
き
ま

す
の
で
、
基
礎
年
金
番
号
な

ど
を
お
確
か
め
の
う
え
西
宮

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）と
は

　
国
か
ら
発
信
さ
れ
た
情
報
を
瞬

時
に
住
民
に
伝
え
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
す
。
緊
急
地
震
速
報
や
弾

道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど
、
緊
急
を

要
す
る
事
態
に
、
情
報
を
迅
速
に

伝
達
す
る
た
め
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
訓
練

放
送
が
流
れ
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
訓
練
と
は

　
地
震
の
発
生
直
後
に
、
強
い
揺

れ
の
到
達
時
刻
や
震
度
を
予
想
し

て
発
表
さ
れ
る
情
報
が
防
災
行
政

無
線
で
正
常
に
流
れ
る
か
の
訓
練

で
す
。
実
際
に
身
を
守
る
行
動
を

と
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
11
月
5
日（
火
）10
時
頃

※
地
震
や
台
風
な
ど
、
実
際
に
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
た
、

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
中
止
と

な
り
ま
す
。

 

納
付
し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
方

の
控
除
に
加
え
ら
れ
ま
す
。
ご
家

族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書

も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は「
年

金
の
日
」

　
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」

や「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」

で
、
未
来
の

生
活
設
計
に

つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん

か
。
ご
自
身

の
年
金
記
録

の
確
認
や
、

記
録
を
基
に

受
給
見
込
額
の
試
算
が
で
き
ま

す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い

て
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

西
宮
年
金
事
務
所（
☎
０
７
９
８

‐
３
３
‐
２
９
４
４
）に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ
る

区
域

　

多
紀
有
線
放
送
、
後
川
地
区
、

西
紀
防
災
行
政
無
線
、
丹
波
篠
山

市
防
災
行
政
無
線（
篠
山
、
畑
、

城
北
、
岡
野
、
八
上
、
日
置
、
雲

部
、
大
山
、
味
間
、
城
南
、
古
市
、

今
田
地
区
で
防
災
ラ
ジ
オ
ま
た
は

戸
別
受
信
機
を
お
持
ち
の
世
帯
）

［参考：平成30年社会保険料（国民年金保険料）控除証明書　11月発送用(表面）］

11月5日（火）からスタート！

　社会において旧姓を使用しながら
活動する女性が増加している中、さ
まざまな活動の場面で旧姓を使用し
やすくなるよう、住民票、マイナン
バーカードなどへ旧氏を併記できる
ようになります。
　旧氏が記載された戸籍謄本などを
ご用意いただき、市民課窓口で手続
きをお願いします。
問い合わせ　市民課☎552-5242

マイナンバーとは

日本国内の全住民に通知される

一人ひとり異なる12桁の番号を

マイナンバーといいます。

住民票とマイナンバーカードに
旧姓（旧

き ゅ う

氏
う じ

）が併記できます！

住民票にも
旧姓（旧氏）欄が

！

名
氏

氏
旧

所
　
　
　
　
住

籍
　
　
本

女
　
　
　
男

主
　
帯
　
世

柄
　
　
続

明 大 昭 平 令

年　月　日　生
番号　花子

○ ○

○○県□□市△
△町◇丁目◎番

地▽▽号

ばん  ごう はな  こ

○○  ○○

性別 女

氏 名 番号 太郎 

住 所 ○○県□□市△△町◇丁目
◎番地▽▽号

平成元年 4月 1日生 2025年 4月 1日まで有効

性別 男

旧氏　□□　令和元年11
月5日

氏 名  子花 ］○○［ 号番
住 所 ○○県□□市△△町◇丁目◎番地▽▽号

平成元年 3月31日生 2025年3月31日まで有効
性別 女

※様式例

マイナンバーカードに
旧姓（旧氏）が併記されることで、
旧姓が各種証明に使えます！

カードをお持ちの方は
追記欄に旧姓が

追記されます（記載例）

旧姓！
ここに

入ります！

旧姓！
ここに

入ります！

①Drop（姿勢を低く！）
②Cover（頭・体を守って！）
③Hold  On（揺れがおさ
　まるまで動かない！）

緊急地震速報訓練時、放送が聞こえたら、
実際に行動してみましょう。
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ン
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10 

▲

17

市
政

レ
ー
ダ
ー

18 

▲

25

さ
さ
や
ま
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン

26 

▲

27
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ぐ
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み

28 

▲

29

施
設
情
報
・

相
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30 

▲
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ン
フ
ォ
メ
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シ
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ン

34 

▲

39

特
集
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▲
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